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生
活
支
援
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
確
保
・
育
成
が
課
題

　
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
で
、
要
支
援

1
・
2
の
人
は
市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取

り
組
み
が
で
き
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業（
以
下
、「
総
合
事
業
」）に
移
行
し
た
こ
と
か
ら
、

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
な
ど
の
多
様
な

地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
の
支
え
あ
い
体
制
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
過

疎
化
が
進
行
し
た
地
域
に
お
い
て
は
、
支
援
の
担
い

手
を
確
保
・
育
成
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
大
分

市
に
あ
る
大
分
県
ボ
ラ
ン
ティ
ア
連
絡

協
議
会
は
、
平
成
9
年
3
月
の
設
立

以
来
、
県
内
の
各
市
町
村
に
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
と
の
情
報

交
換
会
の
開
催
や
人
材
育
成
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
の
企
画
・
運
営

を
行
っ
て
き
た
。

　
大
分
県
に
お
け
る
高
齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
や
課

題
に
つ
い
て
、
同
会
事
務
局
の
甲
斐
賢
二
氏
は
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
現
在
、大
分
県
の
高
齢
化
率
は
31
・
2
％
に
達
し
、

平
成
42
年
に
は
人
口
の
1
割
が
減
少
す
る
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
高
齢
者
を
支
え
る
人
材
や
財
源
が
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、介
護

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
1
・
2
が
市
町
村

の
総
合
事
業
に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
専
門

職
に
よ
る
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い

高
齢
者
が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
高

齢
者
等
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
は
、
福
祉
ス
キ
ル

を
も
っ
た
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
こ

と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

課
題
の
解
決
に
向
け
、
平
成
27
年
か
ら
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

行
う
と
と
も
に
、
地
域

の
支
え
あ
い
活
動
の
仕

組
み
と
し
て
県
内
に
高

齢
者
の
交
流
拠
点
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
単
発
で
実
施
し

て
も
効
果
が
薄
い
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民

に
向
け
た
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
や
養
成
講
座
、
交
流
拠
点

の
開
設
な
ど
を
連
動
し
て
組
み
立
て
、
実
践
的
な
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」。

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

地
域
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
こ
の
地
域
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
平

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
ティ
ア
を
養
成
し
、

地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
事
業
を
実
施

大
分
市
・
大
分
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　独立行政法人福祉医療機構
（WAM）が行う社会福祉振興助
成事業（WAM 助成）は、国庫
補助金を財源とし、高齢者・障
害者などが地域のつながりのな
かで自立した生活を送れるよう、
また、子どもたちが健やかに安
心して成長できるよう、NPO
やボランティア団体などが行う
民間の創意工夫ある活動などに
対し、助成を行っています。
　今号では、WAM 助成を活用
した大分県ボランティア連絡協
議会の取り組みを紹介します。
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団
体
概
要

● 助成実績 ●
○平成27年度
「地域の助け合い活動推進事業」（助成額：355 万円）
事業概要：高齢者や生活困窮者など支援を必要とする人が

住み慣れた地域で自分らしく生活できることを
目的に、県内広域で生活支援ボランティアを養
成するとともに、高齢者の交流拠点を開設し、
地域の支えあい活動を推進する事業
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成
27
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
地
域
の
助

け
合
い
活
動
推
進
事
業
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
高
齢
者
等
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
支
援
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
①
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
、
②
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

開
催
、
③
高
齢
者
等
交
流
拠
点
の
開
設
・
運
営
、
④

相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
地
域
で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
啓
発
を

目
的
と
し
た
「
地
域
の
助
け
合
い
活
動
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
は
、
県
内
の
6
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
分
市
2
カ
所
、

別
府
市
、
玖
珠
町
、
宇
佐
市
、
佐
伯
市
）
で
開

催
し
、
行
政
・
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
を
含
め
、

地
域
住
民
に
広
く
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
6
ブ

ロ
ッ
ク
で
計
５
１
５
人
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

こ
の
う
ち
7
割
近
く
が
地
域
住
民
の
参
加
で
あ

っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に

つ
い
て
地
域
住
民
へ
の
周
知
が
行
き
届
い
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
事
業
を
展
開
す
る
う
え
で

重
要
だ
と
考
え
、
厚
生
労
働
省
の
担
当
者
な
ど

を
講
師
に
招
き
、
制
度
改
正
の
解
説
や
そ
れ
に

よ
っ
て
起
き
る
問
題
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者

に
向
け
て
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性

を
呼
び
か
け
た
。

　
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

支
援
の
担
い
手
を
養
成

　
セ
ミ
ナ
ー
の
終
了
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
支

援
の
担
い
手
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た

め
「
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」（
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
6
～
10
日
間
）
を
開
催
。
各
市
町
村
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
や
、
行
政
・
社
協
、
民
生
委
員

な
ど
を
通
じ
て
講
座
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
6
カ

所
で
延
べ
１
３
０
６
人
が
受
講
し
た
。

　「
セ
ミ
ナ
ー
で
問
題
意
識
を
も
ち
、
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人

を
中
心
に
、
実
際
に
家
族
を
介
護
し
て
い
る
人
や
、

い
ず
れ
自
分
が
介
護
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
元

気
な
う
ち
に
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る

人
た
ち
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
」（
甲
斐
氏
）。

　
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
専
門
職
を
講
師
に
、

①
栄
養
・
健
康
講
座
、
②
運
動
講
座
、
③
介
護
講
座
、

④
傾
聴
講
座
、⑤
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座
、

⑥
認
知
症
講
座
、
⑦
防
犯
・
防
災
講
座
な
ど
幅
広
い

テ
ー
マ
の
講
座
を
実
施
し
、
高
齢
者
や
生
活
困
窮
者

等
の
要
支
援
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
の
習
得
を
図
っ
た
。

　
運
動
講
座
で
は
、
屋
内
に
お
け
る
運
動
指
導
の
ほ

か
、
野
外
の
運
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
講
習
を
盛
り
込
ん
だ
。
ノ
ル
デ
ィ

ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
北
欧
で
発
祥
し
た
2
本
の
ポ

ー
ル
（
ス
ト
ッ
ク
）
を
使
っ
た
歩
行
運
動
で
、
手
軽

さ
と
全
身
運
動
効
果
の
高
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
し
て

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ

と
で
、
足
腰
に
か
か
る
負
担
が
軽
減
し
、
バ
ラ
ン
ス

が
維
持
で
き
る
た
め
、
正
し
い
姿
勢
で
の
歩
行
や
転

倒
防
止
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
近
年
は
高
齢
者

の
介
護
予
防
・
リ
ハ
ビ
リ
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
講
座

で
は
、県
内
で
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
交
流

拠
点
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者
か
ら
講
義
を
受
け
、

「生活支援ボランティア
講座」を開催し、支援に
必要な幅広い知識やスキ
ルの習得を図った

県内の 6 カ所で開
催した「地域の助け
合い活動推進セミ
ナー」は、地域住民
を中心に計515人
が参加した
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交
流
拠
点
の
開
設
や
運
営
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　
ま
た
、
講
座
の
最
後
に
は
受
講
者
を
4
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
実
践
す
る
交
流
拠
点
の
開
設
に
向
け
て
協
議
し
た
。

　「
交
流
拠
点
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取

り
組
み
た
い
か
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で

話
し
あ
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
交
流
拠
点
の
開
設
に

あ
た
っ
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
常
設
化
し
て
毎
週
開

催
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
こ
と
も
あ
り
、
最
低
で
も
1
グ
ル
ー
プ
に
月
1

回
の
開
催
を
3
カ
月
続
け
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い

し
ま
し
た
。4
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
理
由
と
し
て
は
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
各
グ
ル
ー
プ
が
毎
月
行
う
こ
と

で
、
そ
の
地
域
で
い
ず
れ
か
の
交
流
拠
点
が
毎
週
開

催
し
て
い
る
状
況
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ま
し
た
」（
甲
斐
氏
）。

県
内
の
６
地
域
19
カ
所
で

交
流
拠
点
を
開
設

　
そ
の
後
、
講
座
修
了
者
が
中
心
に
な
り
、
県
内
の

6
地
域
で
19
カ
所
（
大
分
市
8
カ
所
、
別
府
市
1
カ

所
、
佐
伯
市
5
カ
所
、
玖
珠
町
4
カ
所
、
宇
佐
市
1

カ
所
）
の
高
齢
者
等
の
交
流
拠
点
が
開
設
さ
れ
た
。

　
開
設
し
た
交
流
拠
点
の
特
徴
に
つ
い
て
、
同
会
会

長
の
幸
紀
人
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
交
流
拠
点
の
実
施
場
所
は
公
民
館
や
集
会
所
が

多
い
の
で
す
が
、
た
だ
地
域
の
高
齢
者
が
交
流
で
き

る
場
に
す
る
の
で
は
な
く
、
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
地
域
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
介
護
予
防
や
健
康
、
生
活
の
情
報
、

趣
味
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
毎
回
企
画
し
、
実
践
し

て
い
ま
す
。
一
般
的
な
サ
ロ
ン
は
女
性
の
参
加
が
中

心
で
男
性
が
集
ま
り
に
く

い
傾
向
が
あ
る
の
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地

域
住
民
が
一
緒
に
企
画
を

考
え
て
活
動
す
る
参
加
型

の
交
流
拠
点
に
す
る
こ
と

で
、
男
性
の
参
加
者
も
多

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
す
」。

　
地
域
に
よ
っ
て
は
、
交

流
拠
点
の
対
象
を
高
齢
者

に
限
定
す
る
の
で
は
な
く

誰
で
も
参
加
で
き
る
場
所

に
し
て
お
り
、
別
府
市
の

交
流
拠
点
で
は「
こ
ど
も
・

お
年
寄
り
食
堂
」
を
運
営

し
、
子
ど
も
や
障
害
者
が

集
う
場
所
に
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
を
み
せ

て
い
る
。

　「
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
高
齢
者
だ
け
を
集
め
て
も
長

続
き
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
や
り
方
と
し
て

は
交
流
拠
点
や
サ
ロ
ン
で
『
こ
ど
も
食
堂
』
な
ど
を

運
営
し
、
子
ど
も
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
非
常

に
有
効
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
世

代
間
交
流
も
で
き
ま
す
し
、
障
害
者
も
入
り
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」（
幸
会
長
）。

「
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
」を
開
き

活
動
を
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　
さ
ら
に
、
交
流
拠
点
で
は
「
相
談
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
会
」
を
開
き
、
講
座
の
講
師
な
ど
に
相
談
員
と

し
て
出
向
い
て
も
ら
い
、
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

相
談
の
な
か
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
対
応
が
困
難

な
専
門
性
の
高
い
相
談
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
継
続
的
に
交
流
拠
点
を
運
営
し

て
い
く
た
め
に
指
導
を
行
う
な
ど
、
活
動
の
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

互
い
の
交
流
拠
点
を
視
察
し
あ
い
、
意
見
交
換
す
る

こ
と
で
よ
い
事
例
を
取
り
入
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　
助
成
期
間
中
（
平
成
28
年
1
～
3
月
）
の
交
流
拠

点
の
利
用
実
績
は
、
19
カ
所
で
計
75
回
開
催
し
、
延

べ
１
７
２
１
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
ま
た
、「
相
談
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
会
」
は
、
15
カ
所
の
交
流
拠
点
で

計
51
回
実
施
し
、延
べ
75
人
の
相
談
員
を
派
遣
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
助
成
事
業
で
は
、
平
成
28
年
3
月
に
事

業
報
告
会
を
開
催
し
、
講
座
受
講
者
や
行
政
・
社
協

の
職
員
な
ど
43
人
の
参
加
者
を
集
め
た
。
報
告
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各
交
流
拠
点
か
ら
の
事
例
報
告

県内の19カ所に開設した交流拠点では、講座
修了者が中心になり、ノルディックウォーキング
や料理教室など、地域住民に向けたさまざまなメ
ニューを企画・実施している
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や
事
業
全
体
を
講
評
す
る
講
演
を
行
い
、
支
援
の
必

要
性
を
参
加
者
に
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
成
果
・
課
題

な
ど
を
共
有
し
、
よ
り
よ
い
実
践
活
動
に
向
け
て
検

討
を
行
っ
た
。

新
た
に
４
市
町
で
活
動
が
始
ま
り
、

事
業
が
県
内
広
域
に
普
及

　
助
成
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
、
甲
斐
氏
は
生
活
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
県
内
に
周
知
で
き
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
な
ど
を
単
発
で
開

催
す
る
も
の
の
、
成
果
を
あ
げ
き
れ
な
い
状
況
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
事
業
で
は
一
連
の
組
み
立
て

の
な
か
で
、
育
成
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
専
門
職
が

う
ま
く
か
み
あ
い
、
実
践
活
動
に
活
か
せ
た
こ
と
は

大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
な
お
、
現
在
も
一
部
を
除
き
、
交
流
拠
点
は
活
動

を
継
続
し
て
い

る
。
大
分
市
の
交

流
拠
点
で
は
助
成

事
業
後
に
自
費
で

常
設
の
拠
点
を
つ

く
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
活
用

し
た
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す

る
予
定
で
、
子
ど
も
に
も
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う

学
校
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
て
い
る
と
い
う
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
宇
佐
市
の
交
流
拠
点
で
は
、
商
店
街
の

な
か
に
拠
点
を
設
け
、
商
店
街
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

活
動
を
計
画
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
事
業
は
他
地
域
か
ら
も
大
き
な
反
響
が

寄
せ
ら
れ
、
平
成
28
年
度
に
は
4
市
町
（
国
東
市
、

日
出
町
、
豊
後
高
田
市
、
九

重
町
）
が
新
た
に
活
動
を
開

始
し
、
取
り
組
み
が
県
内
広

域
に
普
及
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
昨
年
度
か
ら
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
た
国
東
市

は
、
行
政
の
協
力
を
受
け
、

す
で
に
2
カ
所
の
交
流
拠
点

を
開
設
し
、
今
後
は
市
内
に

約
20
カ
所
の
交
流
拠
点
を
つ

く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

と
い
う
。

　
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
育
成
し
、
地
域
の
助
け
合

い
活
動
を
実
践
す
る
同
会
の

取
り
組
み
が
全
国
に
普
及
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

社会福祉振興
助成事業に関する
お問い合わせ

●NPOリソースセンター
   NPO 支援課（助成事業の相談・募集に関するお問い合わせ、NPO の融資相談・審査に関すること）
      TEL  : 03-3438-4756

   NPO 振興課（助成事業の広報、助成事業の完了・事業評価に関するお問い合わせ）
      TEL  : 03-3438-9942　    FAX  : 03-3438-0218（共通）

平成28年 3月に開催した報告会には、講
座参加者や行政、社協職員など43人が参加。
講演や各交流拠点の事例報告を行い、支援の
必要性や成果・課題などの情報を共有した

　平成27年度のWAM助成で
実施した「地域の助け合い活動推
進事業」は、支援の担い手となる
生活支援ボランティアを育成し、
多くの交流拠点をつくることが
できました。翌年度から4市町
が新たに取り組みを開始するなど、県内広域の普及につながっ
たことは大きな成果だと感じています。
　ただ一方で、高齢化率が40％を超えた地域では、ボランティ
アの参加者を集めることが厳しく、展開が難しいという現状
がありました。そのような状況になる前に、早目に対応しな
ければなりませんが、それほど時間は残されていないことを
あらためて実感しています。
　今後の展望としては、地域包括ケアシステムを実現するた
めにも、地域の助け合いの体制づくりをさらに充実させ、そ
こに在宅医療を加えていくことに取り組んでいきたいと考え
ています。

大分県ボランティア連絡協議会

事務局   甲斐  賢二氏

在宅医療を加えた地域の
支えあい体制を目指す

大分県ボランティア連絡協議会
会長

幸  紀人氏
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